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2
田子

地蔵院
・百番

観音

　今か
ら 12

50 年
前の昔

、多古
麻呂が

この辺
りを領

有し、
現在地

に観音
、地蔵

両菩薩
の道場

として
堂宇

を創建
したの

が起源
。宗派

も定ま
り難く

変動し
、天文・

弘治（
1532

～ 15
57）の

時代に
廃堂。

　その
後昌禅

寺７世
が布教

の途中
に立ち

寄り一
泊し

たとこ
ろ、２

菩薩が
夢枕に

立たれ
たので

この地
に留

まり布
教に努

めた。
その結

果人々
の信仰

が集ま
り、

殿堂の
復旧も

行われ
、元亀

３年（
1572

）に曹
洞宗寺

院とし
て再建

が実現
。これ

を開山
とし、

現在 1
6 世

を数え
る。

　伽藍
は本堂

及び庫
裡、釈

迦堂と
鎮守堂

が東西
60

メート
ル、南

北 40
メート

ルの境
内に建

てられ
、西

方約 3
00 メ

ートル
の西山

山頂に
は奥の

院とし
ての観

音堂 (
木造観

音菩薩
立像 )

が建立
されて

いる。

　また
、旧北

国街道
から境

内入口
の結界

石に至
る大門

通りと
呼ばれ

る旧参
道や、

境内か
ら西山

の奥の

院観音
堂への

つづら
折りの

参道沿
いには

四国（
33）、

坂東（
33）、

秩父（
34）の

百札所
の観音

像が建

立され
、百番

観音と
称され

ている
。

●
多胡氏

居館跡
多胡氏

居館跡

●
駒
繋
ぎ
石

駒
繋
ぎ
石

●

地蔵院
・百番

観音

地蔵院
・百番

観音

●明治
天皇田

子御小
休所

明治天
皇田子

御小休
所

田子上
バス停

田子上
バス停

田子公
民館

田子公
民館

北
国
街
道

船地蔵
尊

船地蔵
尊

★★
●田子

神社田子神
社

田子池田子池

若槻地
区史跡

ガイド
ブック

“ふる
さと若

槻 ”史
跡伝承

事業

36

5
若槻東

条

桜井土
音の句

碑　「
大旱の

いつし
か空は

秋とな
り」

　旧若
槻村東

条出身
でホト

トギス
俳人の

桜井土
音

(1887
－ 19

64) の
句碑。

土のに
おいの

中で、
自らが

育てた
弟子た

ちによ
って、

氏神の
拝殿に

向かう
この

位置に
建立さ

れたの
は、昭

和32
年(19

57)５
月であ

る。

　農家
を苦し

めた旱
魃。辛

かった
夏の水

枯れも
「い

つのま
にか空

は秋の
気配」

を詠む
。

　農家
の長男

桜井賢
作が、

高浜虚
子に師

事した
のは

大正の
初め。

土音（
どおん

）と号
し、大

正半ば
ころ

まで「
ホトト

ギス」
毎号の

巻頭を
飾る。

俳人と
して

得意の
全盛期

だった
ろう。

やがて
郷里に

帰って
から

も、俳
句三昧

の人生
であっ

た。宝
生流謡

曲は師
範格。

酒豪だ
った。

歩行不
如意の

病に苦
しみな

がら俳
句、謡

、

酒、そ
して日

記も書
き続け

、昭和
39年

(1964
)10 月

11 日
夕刻、

静かに
逝った

。77
歳。

市道　
田中浅

川西条
線

市道　
田中浅

川西条
線

象山揮
毫の七

反幟

象山揮
毫の七

反幟

●

●

桜
井
土
音
の
句
碑

県
道

　
荒
瀬
原
線

県
道

　
荒
瀬
原
線

蚊里田
八幡宮

蚊里田
八幡宮

★★
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8
稲田

稲田の
エノキ

　この
エノキ

は、市
の天然

記念物
に指定

されて
いる

名木で
ある。

この場
所は、

古道と
して平

安時代
の東

山道支
道と伝

えられ
る道筋

に沿っ
ており

、明治
39年

(1906
) まで

稲積村
熊野権

現社の
石祠が

あった
社地の

一画で
ある。

地名も
権現堂

であり
区民に

親しま
れて

いた。

　鎌倉
時代の

初め、
建暦２

年 (12
12) 比

叡山の
高僧が

善光寺
参籠か

ら越後
へ下る

折、こ
の辺り

の晩秋
の風

情を詠
んだ古

歌が伝
えられ

ている
。

　「秋
の田の

　稲積
の里の

朝風に
　寒く

来啼き
ぬ　は

つ雁の
声」

　エノ
キはよ

く芽が
出て枝

が多い
ことか

ら、萌
の樹・

枝の木
が語源

とされ
ている

。江戸
時代に

は、一
里塚

や路傍
に植え

られて
、旅人

が樹陰
で休息

できる
よう

配慮さ
れた。

稲田の
エノキ

は樹齢
推定 5

00 年
、樹高

約 18
メート

ル、幹
廻り（

目通り
）3.7

メート
ルの巨

木であ
り、幹

の空洞
は落雷

により
炭化し

ている
。

東
豊
線

東
豊
線

稲田東稲田東

稲田の
エノキ

★★
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1
吉

吉の一
里塚跡

　吉区
の一里

塚の地
籍は、

字小丸
山であ

って、
こん

もりと
した高

台の地
点の中

にあっ
た。

南北に
通じる

農道の
両側に

あるの
だが、

東側の
塚は

まった
く跡型

もない
。西方

の塚も
すっか

り削り
取ら

れてい
て、多

少塚の
面影を

留めて
いる。

　昭和
29 年

(1954
) 頃ま

では、
両塚と

も高さ
約 1～

1.5 メ
ートル

位はあ
って、

一里塚
として

の形態
は、立

派に残
されて

おり、
塚の周

りには
一抱え

もある
柿の

大木が
数本あ

ったと
いう。

　この
一里塚

が壊さ
れたの

は、太
平洋戦

争の末
期、

食糧増
産が協

調され
た頃で

ある。
西側の

塚の一
隅に

墓地が
あり、

その墓
石が現

存して
おり、

寛政と
刻ま

れてい
るが年

号は定
かでな

い。現
在は一

里山と
いう

地名が
残って

いる

★★

●

吉の一
里塚跡

市道　吉入
石線

市道　吉入
石線

吉吉

諏
訪
社
跡

諏
訪
社
跡

北
国
街
道

県
道

　長野
荒
瀬
原
線


